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国立大学図書館協会地区協会助成事業 実施報告書 
 

地区名 九州地区（主担当大学：九州大学） 

事業名 研修会「2020 年の目録システムは？」 

事業目的・趣旨 近年、図書館における目録作成ツールの改訂や変更が続いている。

「日本十進分類法（NDC）」が２０年ぶりに改訂され、平成２６年に新

訂１０版が刊行された。海外では、『英米目録規則第２版』（AACRⅡ）

から、『Resource Description and Access』（RDA）への変更があった。

新 NACSIS-CAT においても、RDA への対応が検討されている。この

ような状況を踏まえ、先に挙げたような目録に関する知識を得、これ

からの目録業務の在り方を考える研修会を開催する。 

実施内容 本事業は、九州地区国立大学図書館協会会員館職員研修ワーキンググ

ループが中心となって企画し、会場校である九州大学と協力して次の

とおり実施した。 

 

○日時：平成２９年３月１０日（金）１３：００～１７：００ 

○会場：九州大学中央図書館４F 視聴覚ホール 

○主催：九州地区国立大学図書館協会 

○共催九州大学附属図書館  

○後援九州地区大学図書館協議会 

○内容：講演及びパネルディスカッション 

【第１部 講演】 

講演１「日本十進分類法新訂 10 版の概要」     

       講師：藤倉恵一氏（文教大学越谷図書館） 

講演２「RDA のメガネをかけて CAT を眺める」     

        講師：高野真理子氏（NPO 法人大学図書館支援機構） 

講演３「CAT2020―NACSIS-CAT 検討作業部会の検討状況につ

いて」 

     講師：大西賢人氏（京都大学附属図書館） 

【第２部 パネルディスカッション】 

「CAT2020 とこれからの目録業務」 

       司会・進行：木村優氏（九州大学附属図書館事務部長）

          パネリスト：藤倉恵一氏・高野真理子氏・大西賢人氏 

事例報告：羽賀真記子氏（九州工業大学附属図書館） 

事業の成果 

（アンケート調査

まず、参加人数が、図書館職員を中心として 113 名と多かったこと

から、今回の研修会テーマが、図書館業務に従事する方の関心に沿っ
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結果、事業への意

見・感想等） 

たテーマであったと言える。 

アンケート結果によると、第１部の各講演は「満足」又は「ほぼ満

足」の回答が約８割であり、参加者の満足度が高かった。 

第２部のパネルディスカッションは、「満足」又は「ほぼ満足」の回

答は約６割あり、ある程度満足いただけたようである。 

アンケートにおける高評価的な意見は次のとおりである。 

・大変わかりやすく簡潔に解説していただきました。 

・とても興味がある分野なので、もっとお話を聞きたいと思いました。 

・CAT2020 の現在の進捗状況と課題についてよく分かりました。 

・目録の人材育成については私も危機感を感じているので、ご意見を伺えて嬉

しかったです。 

 

 今回の研修会は、企画当初は１日終日での開催を視野に入れていた

が、主催者側の負担や参加者の参加しやすさなどを考慮し、最終的に

は半日での開催とした。しかし、講演３件、パネルディスカッション

１件という研修会の構成自体は変更しなかったため、各コマの時間を

短縮することになった。このため、内容を盛り込みすぎ、時間不足と

感じた参加者もあり、アンケートでは次のように現れている。 

・内容が多かったのでもっとじっくり時間をかけてお聞きしたかったです。 

・もう少し、パネリスト間の意見が聞けるとよかったです。 

・質問を考える時間がもう少し欲しかったです。 

 

なお、アンケートでは、今後の助成事業で取り上げてほしいテーマ

も募ったことから、これらも参考にして、現場のニーズに対応した事

業を実施していきたい。 

経費 旅費     122,390 円 

謝金     82,800 円 

印刷用紙  54,123 円 

振込手数料   864 円 

  計    260,177 円 

 

 


